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第
８
回
　
５
町
村
合
併
研
究
会

４
月
17
日
に
任
意
合
併
協
議
会
へ
移
行

特集 
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城あとに夢を築くまち たまき 2003-5

多
気
町
・
明
和
町
・
勢
和
村
・
玉
城

町
・
度
会
町
で
つ
く
る
５
町
村
合
併

研
究
会
は
３
月
28
日
、
明
和
町
役

場
に
町
村
長
、
議
長
ら
が
集
い
第

８
回
研
究
会
を
開
き
、
平
成
15
年

度
事
業
計
画
の
ほ
か
、
任
意
合
併

協
議
会
へ
の
移
行
を
決
め
ま
し
た
。

任
意
合
併
協
議
会
の
第
１
回
会

合
は
、
４
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。（
詳
細
は
、５
町
村
任
意
合
併

協
議
会
が
後
日
発
行
す
る「
輝
き

通
信
」を
参
照
く
だ
さ
い
）

か
で
よ
り
親
密
感
を
築
き
上
げ
た

い
」と
述
べ
、理
解
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
９
月
に
議
会
に
提

出
さ
れ
継
続
審
査
さ
れ
て
い
る

「
住
民
投
票
条
例
の
設
置
お
よ
び
そ

の
実
施
」
を
求
め
る
請
願
の
行
方

や
、
直
接
請
求
に
よ
る
同
条
例
の

制
定
の
動
き
に
対
す
る
質
問
も
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
町
と
し
て

は
議
会
が
不
採
択
し
た
考
え
（
12

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
尊
重
し
た
い
と

説
明
を
加
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
あ
た
ら
し
く
発
足
す

る「
未
来
づ
く
り
委
員
会
」へ
の
期

待
と
、
さ
ら
な
る
意
見
集
約
に
協

力
願
い
た
い
と
見
置
座
長
か
ら
お

礼
が
述
べ
ら
れ
、
懇
話
会
は
散
会

し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
、

広
く
議
論
を
深
め
、
意
見
交
換
を

行
う
当
町
合
併
懇
話
会
（
見
置
義

秋
座
長
）
は
３
月
19
日
、
役
場
庁

舎
で
第
６
回
目
の
会
合
を
開
き
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
、
今
回
で
最

終
回
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
町

と
し
て
の
方
向
性
を
あ
ら
た
め
て

示
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
説
明

で
辻
村
助
役
は
、
昨
年
夏
か
ら
各

集
落
を
ま
わ
り
５
町
村
合
併
構
想

を
説
明
し
理
解
を
求
め
て
き
た
と

し
た
上
で
、「
10
月
に
発
足
し
た
合

併
研
究
会
も
調
査
分
析
を
行
い
資

料
編
を
町
民
に
提
供
し
て
き
た
。

近
く
こ
の
５
町
村
で
任
意
合
併
協

議
会
を
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
法
定

協
議
会
へ
と
進
め
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

一
方
、
委
員
か
ら
は
こ
れ
ま
で

の
総
括
と
し
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
、

「
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
意
見
の

一
致
）
が
課
題
で
、
町
の
良
さ
を

残
せ
る
合
併
を
進
め
る
考
え
も
よ

く
分
か
っ
た
が
も
う
少
し
、
町
民

に
働
き
か
け
る
情
報
が
な
い
」「
説

明
し
理
解
を
求
め
て
き
た
な
か
で
、

ど
れ
く
ら
い
の
人
が
本
当
に
理
解

で
き
た
の
か
」
と
町
民
に
町
の
思

い
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
す
る
意

見
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
辻
村
助
役
は
、「
本

懇
話
会
を
再
編
成
す
る
一
方
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
新
た
な
組

織
『
未
来
づ
く
り
委
員
会
』
を
住

民
と
と
も
に
つ
く
り
、
意
見
集
約

し
な
が
ら
顔
の
見
え
る
説
明
会
を

行
い
た
い
。
さ
ら
に
合
併
に
む
け

た
具
体
的
な
意
見
、
計
画
を
広
域

の
住
民
と
と
も
に
作
り
上
げ
る
な
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第
６
回
　
市
町
村
合
併
問
題
懇
話
会



題
点
や
今
後
の
課
題
な
ど
が
述
べ

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
状
況
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

ま
た
、引
き
続
き
10
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、姉
妹
提
携
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
住

民
の
意
思
を
尊
重
し
絶
や
さ
な
い

こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。除幕された有田神社顕彰碑

玉城町長

Mayor 's           Column

存外寒い春だと思う間に桜も咲き若葉の季節となり

ました。天地胎動と申しますが、若葉から新緑へその

様相を感じるこの頃であります。

〈盛会裏の桜まつりご協力に感謝〉

桜まつりにご協力ありがとうございました。沖縄玉

城村との姉妹提携10周年記念と村山龍平記念館設立

20周年記念行事ともに、盛会裏に終了することがで

きました。桜まつり実行委員会のみなさんはじめ、お

手伝い賜りました方々にお礼申し上げます。文化財で

あります田丸城跡の公園整備も自然環境を守ることを

重点に進めてまいりました。その成果が徐々にではあ

りますが備わってまいりました。桜の下の散策のご気

分は如何ですか。我が町の歴史そのものであります。

大切に守りたいと存じます。

〈東京玉城会のご活躍を祈りつつ〉

４月６日の桜まつりに何年ぶりかで東京玉城会の会

長西村正次さん夫妻の参加をいただきました。東京玉

城会は昭和30年代から玉城町出身で東京在住のみな

さんで結成されたものでありまして、毎年総会には玉

城町からも参加し郷里を想う懇談や東京での様子を話

す会であります。

最近は会長の西村正次さんと共に、東京で弁護士と

してご活躍の蚊野出身　小林芳郎さんに大変お世話に

なっております。また東京玉城会のみなさんは、東京

三重県人会にも参加され、ご活躍であります。みなさ

んの身内で東京にお住まいの方に東京玉城会にご連絡

いただければ仲間が増えることになります。

会長西村さんは、東京都大田区池上7-13-2であり

ます。（103-3751-7447です）

〈農薬空中散布が中止に〉

さて、今年から水田の農薬空中散布が中止となりま

す。40年来実施されてまいりました空中散布であり

ますが、農薬取締法の改正や農薬使用基準の適用が厳

しくなりました。一つには米の販売面でも消費される

場合の残留限度の問題もあり、思い切って中止したと

のことであります。時代要請でありますだけに低農薬

生産に努力が必要であり、生産者消費者の共に理解が

必要であります。

〈市町村合併一歩前進〉

市町村合併問題は５町村研究会から任意協議会に一

歩前進させて４月から協議することになりました。沢

山の問題点があり協議の結果は広報してまいります。

また、説明会も行います。よろしくお願い申し上げます。

それではお元気で

平成15年４月15日　公室にて

5
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今
年
は
、
沖
縄
県
玉
城
村
と
平

成
５
年
に
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
か

ら
10
周
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
、
今
年
の
桜
ま

つ
り
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
玉
城
村

か
ら
大
城
村
長
を
は
じ
め
、
全
議

会
議
員（
16
人
）に
お
越
し
い
た
だ

き
４
月
５
日
、
当
町
議
会
と
の
合

同
合
併
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村

の
合
併
特
別
委
員
長
が
議
事
を
進

め
る
な
か
、
ま
ず
、
玉
城
町
の
状

況
を
中
瀬
町
長
か
ら
、
玉
城
村
は

大
城
村
長
が
説
明
し
研
修
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
玉
城
村
は
、
本

年
２
月
４
日
、
市
町
村
合
併
検
討

委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
合
併
は

や
む
を
得
な
い
と
し
、
同
20
日
、

近
隣
の
佐
敷
町
、
知
念
村
、
玉
城

村
、
与
那
原
町
の
４
町
村
で
任
意

合
併
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
６
月

に
は
法
定
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た

い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
当
町
か
ら
も
こ
れ
ま
で

の
動
き
や
、
先
日
移
行
が
決
ま
っ

た
５
町
村
任
意
合
併
協
議
会
の
こ

と
な
ど
、
双
方
に
こ
れ
ま
で
の
問

沖
縄
県
玉
城
村
議
員
と
の
合
同
合
併
研
修
会

両町村の議会議員が出席してそれぞれの状況を話し合いました。
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４
月
９
日
、
村
山
龍
平
記
念
館

開
館
20
周
年
を
記
念
し
て
、
前
庭

で
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
龍
平
翁
の
ご
令
孫

に
あ
た
る
美
知
子
様
を
は
じ
め
、

朝
日
新
聞
社
の
代
表
者
や
、
旧
士

会
ら
が
多
数
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
辞
で
中
瀬
町
長
は
、
翁
の
功

績
を
称
え
る
と
共
に
こ
れ
ま
で
の

数
多
い
寄
付
に
感
謝
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
美
知
子

様
は
、
小
さ
い
頃
、
こ
の
地
（
田

丸
）の
こ
と
を
よ
く
聞
か
さ
れ
た
こ

と
や
、
記
念
館
開
館
当
時
、
こ
こ

で
母
の
胸
に
名
誉
町
民
第
１
号
を

受
け
た
こ
と
な
ど
を
熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
出
席
者
は
同
館
で

開
催
中
の
「
郷
土
刀
工
の
名
作
と

香
雪
美
術
館
の
名
刀
」
特
別
企
画

展
を
参
観
し
ま
し
た
。

村
山
美
知
子
様

迎
え
開
館
20
周
年

を
祝
う

T a m a k i  T o p i c s

第16回
玉城町桜まつり
主催◆玉城町桜まつり実行委員会

小学生による子どもみこし

愛好者らによるよさこいソーラン踊り



今
年
の
ま
つ
り
は
、
沖
縄
県
玉

城
村
と
の
姉
妹
提
携
10
周
年
、
村

山
龍
平
記
念
館
開
館
20
周
年
に
あ

た
り
、
満
開
の
桜
の
下
で
記
念
の

祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
10
時
、
玉
城
村
の
大
城
村

長
を
は
じ
め
16
人
の
村
会
議
員
、

沖
縄
郷
土
芸
能
の
演
舞
者
の
み
な

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
、
盛
大
に
始
ま

り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
小
学
生
の
子
ど
も

み
こ
し
、
保
育
所
園
児
の
道
中
行

列
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
が
行

わ
れ
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
玉
城
村
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
芸
能
や
町
内
を

は
じ
め
近
隣
か
ら
参
加
い
た
だ
い

た
愛
好
者
に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
、
玉
丸
城
太
鼓
が
行
わ

れ
、城
郭
内
は
華
や
い
で
い
ま
し
た
。

城あとに夢を築くまち たまき 2003-5
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第
16
回
玉
城
町
桜
ま
つ
り

お
城
広
場

町民のみなさんからお寄せいただいたチャ
リティーバザーでは、1,343点すべてを換金
し、182,802円の協力金を得ることができま
した。これはすべて町社会福祉協議会基金
に積み立ていたしました。

4/6
(日）

お 礼

玉城町内の三線愛好者４人の演奏が行われた

沖縄独特の華やかな衣装で郷土芸能が披露された
玉城村の物産も販売された

威風堂々の玉丸城太鼓

あいさつされる村山美知子様

Tamaki
 own Report
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有
志
の
司
法
書
士
は
、
松
澤
加

重
子
さ
ん
、
北
林
信
弘
さ
ん
、
太

田
陽
子
さ
ん
で
、
引
き
続
き
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

無
料
相
談
日
は
、
偶
数
月
の
第

２
火
曜
日
、
保
健
福
祉
会
館
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
や
介
護
保
険
制

度
が
は
じ
ま
り
、
お
年
寄
り
を
中

心
と
す
る
無
料
の
法
律
相
談
を
平

成
13
年
か
ら
続
け
て
お
ら
れ
る
町

内
の
司
法
書
士
有
志
の
方
々
に
、

３
月
25
日
、
中
瀬
町
長
か
ら
感
謝

の
意
を
こ
め
て
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

町
内
の
有
志
の
司
法
書
士
に
記
念
品
贈
る左から、太田さん、松澤さん、中瀬町長、北林さん

に
、
防
災
資
材
を
保
管
す
る
倉
庫

を
建
設
し
ま
し
た
。

建
設
費
は
、
前
者
は
94
万
５
０

０
０
円
。
後
者
は
１
８
３
万
７
５

０
０
円
で
す
。

な
お
、
田
丸
地
区
は
従
前
の
施

設
を
、
外
城
田
地
区
は
分
団
消
防

車
庫
を
併
用
し
て
い
ま
す
。

今
世
紀
前
半
に
発
生
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
東

海
・
東
南
海
地
震
に
備
え
、
玉
城

町
で
は
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

自
主
的
に
防
災
基
盤
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
消
防
車
両
の
新

規
導
入
を
は
じ
め
、
耐
震
防
火
水

槽
の
敷
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
14
年
度
は
有
田

地
区
、
下
外
城
田
地
区
の
い
ず
れ

も
小
学
校
敷
地
内
（
避
難
場
所
）

Tamaki
 own Report
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防
災
資
機
材
倉
庫
が
完
成

▲有田地区防災倉庫

下外城田地区防災倉庫

▲



地
球
規
模
で
考
え

地
域
か
ら
行
動

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得

人
と
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
を

次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
玉
城
町

で
は
玉
城
町
役
場
・
教
育
委
員
会

が
行
う
事
務
活
動
や
事
業
に
お
い

て
、
環
境
へ
の
影
響
を
管
理
す
る

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
を
３
月

27
日
取
得
し
、
４
月
11
日
、
登
録

証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

城あとに夢を築くまち たまき 2003-5
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ISO14001とは…
ISOとは「国際標準化

機構」の略称で、世界
的に共通な規格や基準
の設定をしているもの
で、ISO14001とは「環
境管理」に関する国際
規格です。

こ
の
日
、
役
場
内
の
住
民
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
授
与
式
に
は
、
審

査
登
録
機
関
の
日
本
検
査
キ
ュ
ー

テ
ィ
ー
㈱
の
西
谷
徳
治
社
長
、
中

瀬
町
長
は
じ
め
、
町
３
役
ら
が
出

席
。
西
谷
社
長
か
ら
中
瀬
町
長
に

認
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、
西
谷
社

長
か
ら
、「
認
証
は
卒
業
証
書
で

は
な
く
入
門
証
で
す
。
町
村
合
併

の
際
の
町
と
し
て
の
ベ
ー
ス
に
、

範
囲
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、
玉
城
町
は
環
境
へ
の
影

響
を
継
続
的
に
改
善
す
る
「
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
に
基

づ
き
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
紙
１
月
号
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

Tamaki
 own Report

見
並
律
子
さ
ん

県
栄
養
改
善
大
会
知
事
表
彰
を
受
賞

平
成
14
年
度
三
重
県
栄
養
改
善

大
会
が
２
月
26
日
、
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
個
人

の
部
で
、
見
並
律
子
さ
ん
（
上
玉

川
）
が
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

見
並
さ
ん
は
、
長
年
食
生
活
改

善
推
進
員
と
し
て
地
域
住
民
の
正

し
い
食
生
活
の
普
及
を
は
か
り
地

域
栄
養
改
善
活
動
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

見並さん（写真中央）と町食生活改善推進委員のみなさん
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３
月
３
日
、
遊
戯
室
に
子
ど
も

た
ち
が
作
っ
た
お
ひ
な
様
を
飾
り
、

ひ
な
ま
つ
り
会
を
開
き
ま
し
た
。

勝
田
『
す
み
れ
会
』
の
方
々
に

よ
る
大
正
琴
の
演
奏
を
聴
か
せ
て

頂
き
、『
嬉
し
い
ひ
な
ま
つ
り
』
の

歌
を
歌
っ
た
り
、
着
物
姿
の
職
員

と
年
長
女
児
が
曲
に
合
わ
せ
て
踊

っ
た
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
所
長
か
ら
ひ
な
ま
つ

り
の
由
来
を
聞
き
、
た
く
さ
ん
の

お
雛
様
に
囲
ま
れ
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
、
園
児
が
交
流
し
ま
し
た
。

Tamaki
 own Report

T a m a k i  T o p i c s

楽
し
い
ひ
な
ま
つ
り

外
城
田
保
育
所

３
月
６
日
、
一
日
入
所
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
３
歳
の
新
入
児
13
人
、

４
歳
の
新
入
児
３
人
、
計
16
人
の

お
友
達
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

在
園
の
子
ど
も
た
ち
が
舞
台
で

踊
る
と
、
一
緒
に
な
っ
て
前
に
出

て
踊
る
子
も
い
れ
ば
恥
ず
か
し
そ

う
に
お
母
さ
ん
の
ひ
ざ
の
上
で
曲

に
合
わ
せ
て
歌
っ
て
い
る
子
と

様
々
で
し
た
。
最
後
に
年
中
組
の

子
ど
も
た
ち
よ
り
、
お
菓
子
と
手

作
り
お
も
ち
ゃ
の
入
っ
た
バ
ッ
グ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
て
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
で
し
た
。終

了
後
、
未

満
児
組
も
幼
児

組
も
み
ん
な
園

庭
に
出
て
、
砂

場
あ
そ
び
や
ブ

ラ
ン
コ
等
、
一

緒
に
遊
ん
で
楽

し
み
ま
し
た
。

一
日
入
所

下
外
城
田
保
育
所

３
月
13
日
、
一
年
間
一
緒
に
過

ご
し
て
き
た
年
長
組
の
楽
し
い
思

い
出
作
り
に
坂
本
周
辺
の
梅
林
や

山
道
に
お
別
れ
遠
足
に
出
か
け
ま

し
た
。

坂
本
ま
で
の
長
い
距
離
を
歩
き

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
い
っ

ぱ
い
の
つ
く
し
や
春
の
草
花
を
見

つ
け
る
と
疲
れ
も
忘
れ
て
大
喜
び
。

大
事
そ
う
に
集
め
た
り
、
山
道
を

探
検
し
た
り
と
、
自
然
の
中
で
た

っ
ぷ
り
遊
び
ま
し
た
。

で
も
、
何
と
い
っ
て
も
一
番
の

楽
し
み
は
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
家
族

の
お
弁
当
。
友
達
と
見
せ
合
い
な

が
ら
、
満
面
の
笑
み
で
ほ
お
ば
っ

て
い
ま
し
た
。

お
別
れ
遠
足
に
出
か
け
た
よ

有
田
保
育
所

３
月
18
日
、
も
う
す
ぐ
修
了
を

迎
え
る
年
長
組
の
み
ん
な
に
お
礼

を
込
め
て
お
別
れ
会
を
し
ま
し
た
。

年
中
組
の
み
ん
な
が
中
心
に
な
り

計
画
を
た
て
、『
お
菓
子
取
り
』

『
リ
レ
ー
』『
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
』
な

ど
、
皆
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

「
散
歩
の
時
、
手
を
つ
な
い
で
く

れ
た
事
忘
れ
な
い
よ
。」「
昼
寝
の

と
き
パ
ジ
ャ
マ
着
せ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。」
と
最
後
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
も
ら
っ
て
年
長
組
の
み
ん
な

は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

保
育
所
生
活
で
心
身
共
に
た
く

ま
し
く
育
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
。
小
学
校
へ

行
っ
て
も
時
々

は
顔
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
ね
。

年
長
組
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！

田
丸
保
育
所

保
育
所
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
と
遊
び

町
保
育
所

玉
城
町
の
４
保
育
所
で
行
わ
れ
た
活
動
や
遊
び
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

城あとに夢を築くまち たまき 2003-5



現
在
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城
へ
の
進

入
路
と
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
「
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
（
原

積
良
線
）」
入
り
口
に
こ
の
ほ
ど
案

内
看
板
が
完
成
し
ま
し
た
。
工
事

－薬師信仰－

田丸魚町の神光山宝龍寺に薬師堂があり、

薬師如来と脇侍の日光月光両菩薩と如来の守

護神十二神像がまつられている。

江戸時代の田丸二代城主久野宗晴の信仰

をうけ、その遺志により12神像が寄進され

宝永元年（1704）９月８日、入仏供養が行わ

れた旨、田丸古記録に見え、田丸領下の信

仰をあつめた。

阿弥陀如来は死後の極楽往生を約束する仏

であるが、現世の病苦を救う仏として薬の

壺を左手に捧げる薬師如来は「薬師さん」と

親しまれ、医師や薬に恵まれない庶民は「八

日は薬師の鐘たたき」といって、一日の仕

事を終えた夕暮から縁日の八日には薬師詣り

に出かけた。

原円鏡寺は国束寺の中之坊で古くから薬師

堂があった。方２間の堂内には室町時代の

作と伝える30㎝ほどの薬師如来像があり焼

けた跡をとどめて信長の兵火にかかったと伝

えられ文珠菩薩が同座している。

町内には山神山田寺境内、矢野観音寺薬

師堂、積良法持寺薬師堂、蚊野永寿寺境内、

日向東見寺、井倉大仏山薬師寺、小社宝泉

寺などにある。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

155ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
の
歴
史
歴
史 

ふ
る
さ
と
の
歴
史 
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修
了
証
書
授
与

玉
城
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

こ
の
日
は
、
玉
城
町
体
育
セ
ン

タ
ー
（
旧
玉
城
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
）
で
最
後
の
練
習
を
行
い
、

６
年
生
に
修
了
証
書
と
記
念
品
を

授
与
し
ま
し
た
。
最
後
に
ク
ラ
ブ

員
と
指
導
員
が
一
緒
に
写
真
に
お

さ
ま
り
、
中
学
校
で
の
活
躍
を
祈

っ
て
１
年
を

締
め
く
く
り

ま
し
た
。

町
内
の
小
学
４

年
生
か
ら
６
年
生

の
児
童
で
作
る
玉

城
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で

は
、
平
成
14
年
度

最
後
の
練
習
日
と

な
っ
た
３
月
15
日
、

小
学
校
を
卒
業
す

る
６
年
生
19
人
に

修
了
証
書
を
授
与

し
ま
し
た
。

ア
ス
ピ
ア
玉
城
進
入
路
に
看
板
設
置

費
は
約
80
万
円
。

な
お
、
引
き
続
き
道
路
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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T a m a k i  T o p i c s

平成15年　

第３回玉城町議会定例会

なるほどレポート

▼
玉
城
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

体
育
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
、
町
と
雇
用
能
力
開
発
機
構
の
共
有
財

産
と
し
て
管
理
・
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
町
が
全
権
利
を

取
得
し
た
こ
と
か
ら
、
町
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
体
育
施
設
と
す
る

た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
料
並
び
に
旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

前
２
条
は
２
月
12
日
、
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を
開
催
し
、「
町

三
役
等
の
給
料
」
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、『
公
務
員
に
お
い
て
人

事
院
勧
告
で
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
勧
告
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
民
間
企
業

に
お
い
て
も
厳
し
い
経
済
状
況
下
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
町
財
政
の
厳
し

い
現
状
を
直
視
し
て
、
引
き
下
げ
が
望
ま
し
い
』
と
す
る
答
申
を
受

け
、
次
の
よ
う
に
条
例
の
一
部
を
改
正
し
減
額
し
ま
し
た
。

町
　
長
　
82
万
円
を
80
万
円

助
　
役
　
62
万
円
を
60
万
５
０
０
０
円

収
入
役
　
58
万
５
０
０
０
円
を
57
万
４
０
０
０
円

教
育
長
　
55
万
円
を
53
万
９
０
０
０
円

▼
玉
城
町
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

玉
城
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
が
町
教
育
委
員
会
の
所
管
す
る
体
育
施

設
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
名
称
を
「
玉
城
町
体
育
セ
ン
タ
ー
」
と
改

め
、
同
時
に
使
用
料
に
つ
い
て
も
改
正
し
ま
し
た
。

１
時
間
単
位
料
金
に
変
更
し
、
時
間
当
た
り
５
０
０
円
、
照
明
使

用
料
６
０
０
円
と
し
た
ほ
か
、
町
内
の
学
校
屋
内
運
動
場
の
照
明
、
冷

暖
房
使
用
料
も
時
間
当
た
り
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
、
１
５
０
０
円
徴
収

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

玉
城
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
が
「
玉
城
町
体
育
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
町
教
育
委
員
会
の
所
管
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
記
載
の
名

称
を
変
更
す
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

乳
幼
児
医
療
費
の
負
担
軽
減
が
講
じ
ら
れ
る
な
ど
子
育
て
支
援
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
三
重
県
に
お
い
て
は
、
平
成
15
年

９
月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
が
、
３
歳
か
ら
４
歳
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
駆
け
、
当
町
に
お
い
て
は

４
月
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
を
４
歳
に
引
き
上
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
本
紙
「
４
月
号
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
　
第
３
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

●
平
成
15
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決

●
継
続
審
議
中
の
住
民
投
票
条
例
の
制
定
お
よ
び
実
施
に
関
す
る
誓
願
は
不
採
択

平
成
15
年
第
３
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
３
月
11
日
、
開
会
さ
れ
、
特
別
職
の
給
料
改
訂
を
行
う
た
め
の
条
例
一
部
改
正
を

は
じ
め
、
平
成
15
年
度
当
初
予
算
案
、
最
終
日
に
は
平
成
14
年
度
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
32
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
が
原

案
可
決
。
20
日
閉
会
し
ま
し
た
。

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
外
来
薬
剤

一
部
負
担
金
の
廃
止
な
ど
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
水
道
事
業
者
お
よ
び
貯
水
槽
水
道
の

設
置
者
の
責
任
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

昨
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
長
期
に
わ
た
り
入
院
し
て
い
る
方
へ

の
対
応
を
図
る
観
点
か
ら
、
１
８
０
日
を
超
え
る
入
院
に
つ
い
て
、
入

院
基
本
料
の
15
％
の
診
療
報
酬
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
つ
い
て

本
年
４
月
に
公
共
下
水
道
を
供
用
開
始
し
ま
す
が
、
供
用
開
始
後
、

新
た
に
使
用
者
と
な
る
場
合
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
の
事
項
を
定
め
る

た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
明
和
町
が
町
道
の
路
線
認
定
を
す
る
こ
と
の
承
諾
に
つ
い
て

明
和
町
か
ら
、
大
仏
山
地
域
の
明
和
町
新
茶
屋
・
玉
城
町
地
内
を
経

て
小
俣
町
に
通
じ
る
路
線
を
、
一
括
し
て
明
和
町
の
町
道
に
認
定
し
て

整
備
し
た
い
と
の
協
議
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議
決
を
得
た
も

の
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
小
林
喜
久
男
氏
が
任
期
満
了
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
後
任
委
員
に
河
井
洋
子
氏
（
日
向
）
を
人
格
、
識
見
共
に
適
任

と
考
え
、
議
会
の
意
見
を
求
め
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
４
月
１
日
か
ら
同
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
一
般
会
計
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

▼
病
院
事
業
会
計
予
算

▼
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
特
別
会
計
予
算

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算

▼
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
下
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

各
会
計
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
「
会
計
別
平
成
15
年
度
予
算
お
よ
び

前
年
度
比
較
表
」（
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

▼
玉
城
町
福
祉
年
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
玉
城

町
福
祉
年
金
支
給
条
例
の
条
文
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

年
度
末
を
迎
え
各
予
算
科
目
の
調
整
を
し
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
８
８
８
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
44
億
７
７
６
８
万

３
０
０
０
円
に
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
民
法
人
税
で
景
気
低
迷
の
影
響
か
ら
６
０

０
０
万
円
の
減
額
を
す
る
一
方
、
町
民
個
人
税
に
お
い
て
１
５
０
０
万

円
の
増
額
を
、
町
税
全
体
で
５
２
９
０
万
４
０
０
０
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

﹇
平
成
15
年
度
玉
城
町
﹈

追
加
議
案

諮
　
　
問

●
小
林
登
志
子
さ
ん
（
中
楽
）

か
ら

１
万
２
７
１
８
円
を
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
西
村
石
油
、
東
谷
石
油
、
高

口
石
油
、
見
置
石
油
、
森
岡
石

油
、
伊
勢
農
協
様
（
順
不
同
）

か
ら
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
一
式
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
協
議
会

運
行
バ
ス
で
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
桜
ま
つ
り
関
係
　
町
社
会
福

祉
協
議
会
分

虹
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
玉
城
　

４
万
２
４
８
３
円

玉
城
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
　
　

１
万
円
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▽
国
県
支
出
金：

外
城
田
保
育
所
増
築
事
業
補
助
金
か
ら
特
定
資
金
公

共
事
業
債
へ
の
振
替
に
よ
る
２
９
１
３
万
２
０
０
０
円
の
減
額
、
国
の

補
正
に
よ
る
合
併
浄
化
槽
国
庫
補
助
金
、
県
補
助
金
を
そ
れ
ぞ
れ
５
１

０
万
８
０
０
０
円
増
額
、
文
化
財
発
掘
調
査
の
結
果
事
業
縮
小
す
る

こ
と
に
な
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備
事
業
（
城
山
遊
歩
道

整
備
事
業
）
で
８
０
８
万
４
０
０
０
円
の
減
額
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
福
祉
基
金
の
繰
入
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
福
祉
バ
ス
購

入
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
対
策
事
業
債
の
割
当
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
基
金
繰
入
を
止
め
起
債
で
対
応
す
る
ほ
か
、
法
人
税
の
落
ち
込
み

に
対
応
す
る
た
め
、
減
収
補
て
ん
債
１
０
０
０
万
円
を
新
た
に
計
上
し

ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

▽
民
生
費：

社
会
福
祉
費
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業
か
ら
ふ
れ

あ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
振
替
、
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険
事
務
組
合
貸

付
金
の
減
額
、
児
童
福
祉
費
で
は
、
産
休
等
に
よ
る
休
職
職
員
の
人
件

費
の
減
額
、
外
城
田
保
育
所
空
調
機
の
破
損
に
伴
う
修
繕
料
１
９
３

万
３
０
０
０
円
の
増
額
、
県
補
助
事
業
の
不
採
択
に
伴
い
児
童
館
新

築
工
事
設
計
業
務
委
託
料
１
５
０
万
円
の
減
額
。

▽
衛
生
費：

保
健
衛
生
費
で
受
診
者
増
に
伴
う
基
本
健
康
診
査
委
託
料

３
７
４
万
８
０
０
０
円
の
増
額
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
１

５
３
２
万
４
０
０
０
円
の
増
額
。

▽
商
工
費：

平
成
15
年
桜
ま
つ
り
事
業
準
備
委
託
金
１
２
０
万
円
の
新

規
計
上
。

▽
消
防
費：

広
域
消
防
委
託
料
５
３
３
万
２
０
０
０
円
の
増
額
。

▽
教
育
費：

社
会
教
育
費
で
田
丸
城
址
遊
歩
道
整
備
工
事
請
負
費
１
５

０
９
万
７
０
０
０
円
の
減
額
。

▽
諸
支
出
金：

公
営
企
業
費
で
、
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
支

出
金
３
５
０
万
５
０
０
０
円
の
減
額
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
支
出

金
６
８
５
万
８
０
０
０
円
を
増
額
。

こ
れ
ら
の
財
源
の
調
整
と
し
て
予
備
費
で
１
９
９
２
万
２
０
０
０
円

の
減
額
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
関
係
上
や
む
を
得
ず
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
繰
越
明
許
費
は
、
８
事
業
、
計
１
億
３
９
５
万
４
０

０
０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

----------

用
語
メ
モ------------

●
減
収
補
て
ん
債
（
※
１
）

地
方
税
の
収
入
額
が
標
準
税
収
入
額
を
下
回
る
場
合
に
、
そ
の
減
収

を
補
う
た
め
に
発
行
す
る
特
例
地
方
債
の
こ
と
で
す
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
４
４
２
万
１
０
０
０
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
９
億
４
１
０
８
万
５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
お
い
て
、
収
入
で
５
９
１
万
８
０
０
０

円
を
減
額
し
４
億
９
４
７
７
万
３
０
０
０
円
に
、
支
出
で
７
５
５
万

４
０
０
０
円
を
減
額
し
４
億
９
３
１
３
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
お
い
て
は
、
収
入
で
96
万
７
０

０
０
円
を
減
額
し
３
６
３
９
万
円
に
、
支
出
で
は
58
万
４
０
０
０
円
を

増
額
し
、
３
９
７
３
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
お
い
て
、
収
入
で
２
１
８
万
円
を
減
額

し
２
億
７
８
２
３
万
２
０
０
０
円
に
、
支
出
で
８
２
９
万
円
を
減
額

し
２
億
１
２
５
１
万
２
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
お
い
て
は
、
収
入
で
２
６
９
０

万
円
を
減
額
し
１
億
２
４
１
９
万
１
０
０
０
円
に
、
支
出
で
１
０
１
４

万
７
０
０
０
円
を
減
額
し
２
億
６
８
５
６
万
９
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３
万
６
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
３
６
３

５
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

なるほどレポート

T a m a k i  T o p i c s

※
１
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▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
９
１
８
万
３
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
11

億
３
６
２
４
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
に
お
い
て
、
収
入
で
３
１
０
万
１
０
０
０

円
を
増
額
し
２
億
７
０
６
９
万
２
０
０
０
円
に
、
支
出
で
３
６
０
万

６
０
０
０
円
を
減
額
し
２
億
６
３
９
８
万
５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）主

な
も
の
は
使
用
料
で
４
１
７
万
円
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
１
１
５
万
７
０
０
０
円
の
減
額
な
ど
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

に
５
５
１
万
３
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
７
０
８
５
万
９
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
８
８
０
万
３
０
０
０
円
を

増
額
し
、
７
億
３
９
２
９
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
７
万
７
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
１
億
８

４
７
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

【
市
町
村
合
併
に
関
す
る
請
願
２
件
不
採
択
】

昨
年
９
月
９
日
に
、
町
民
か
ら
町
議
会
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
市

町
村
合
併
に
対
し
住
民
投
票
条
例
設
置
と
住
民
投
票
を
求
め
る
請
願

書
」「
市
町
村
合
併
に
対
す
る
住
民
投
票
条
例
を
設
置
し
住
民
投
票
を

求
め
る
請
願
書
」
の
２
件
の
請
願
は
、
こ
れ
ま
で
町
議
会
総
務
財
政
委

員
会
に
お
い
て
継
続
審
査
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
14
日
の
同
委
員

会
に
お
い
て
不
採
択
を
決
め
、
町
議
会
３
月
定
例
会
最
終
日
の
20
日
、

採
決
を
行
い
、
委
員
会
報
告
の
と
お
り
賛
成
多
数
（
賛
成
12
人
、
反
対

３
人
）
で
不
採
択
を
決
め
ま
し
た
。

●会計別平成15年度予算および前年度比較表 （単位：千円）

会　計　別 平成14年度　　 平成15年度　　　 比　較
◆一般会計 4,108,440 4,269,096 160,656
◆特別会計 3,887,286 5,072,064 1,184,778

国民健康保険 904,260 924,948 20,688
住宅新築資金等貸付事業 9,557 9,657 100
老人保健 955,368 1,142,062 186,694
山村振興事業 65,500 107,766 42,266
農業集落排水事業 130,989 142,797 11,808
病院事業 530,304 1,022,839 492,535
水道事業 479,674 880,520 400,846
介護老人保健施設事業 276,029 298,306 22,277
下水道事業 535,605 543,169 7,564

合　　　計 7,995,726 9,341,160 1,345,434
重　複　額 321,467 468,112 146,645
純　　　計 7,674,259 8,873,048 1,198,789

＊合計には、一般会計諸支出金など各企業会計へ繰り出しされる金額が重複しています。

0

10

20

30

40

50

60 
億 

平成14年度 平成11年度 

14,316人 

14,648人 14,852人 14,448人 14,536人 

41
億
８
４
４
万
円 

平成15年度 

42
億
６
９
１
０
万
円 

44
億
６
２
６
１
万
円 

平成12年度 平成13年度 

43
億
２
９
３
万
円 

39
億
１
１
１
３
万
円 

●一般会計予算と人口の推移
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平
成
15
年
度
一
般
会
計
予
算
は
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に

関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
２
」（
平
成
14
年
６
月
25
日
閣
議
決
定
）
を

踏
ま
え
、
改
革
を
加
速
す
る
と
い
う
国
の
方
針
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ

14
年
度
に
引
き
続
き
、
歳
出
改
革
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
、

一
般
会
計
歳
出
全
体
に
つ
い
て
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
歳
出
の
抑

制
を
行
い
ま
し
た
。

最
近
の
景
気
や
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
平
成
15
年
度
予
算
で
「
歳
入
」
は
、
対
前
年
比
で
、

▽
町
税
・
・
・
景
気
の
停
滞
か
ら
法
人
税
は
14
・
７
％
の
減
と
し
て
い

ま
す
が
、
固
定
資
産
税
は
５
・
１
％
の
増
と
し
、
全
体
で
約
５
％
減
の

16
億
４
１
６
６
万
８
０
０
０
円
を
計
上
。

▽
地
方
交
付
税
・
・
・
国
の
交
付
税
制
度
見
直
し
に
よ
る
減
額
で
、
対

前
年
現
計
比
約
10
％
減
の
９
億
２
０
０
０
万
円
。

▽
県
支
出
金
・
・
・
県
予
算
の
削
減
を
受
け
対
前
年
比
概
ね
20
％
減
の

１
億
８
２
４
４
万
９
０
０
０
円
を
見
込
み
。

こ
れ
ら
の
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
臨
時
財
政
対
策
債
２
億
７
０
０

０
万
円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
を
７
０
０
０
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

一
方
、「
歳
出
」
で
は
、
義
務
的
経
費
の
扶
助
費
お
よ
び
公
営
企
業

へ
の
補
助
費
が
お
お
む
ね
60
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
歳
出
予
算
の
増
加
に
伴
い
、
人
件
費
を
除
く
経
常
経
費
を

お
お
む
ね
10
％
削
減
し
、
ま
た
、
投
資
的
な
経
費
も
対
前
年
現
計
比

15
％
削
減
し
た
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
主
な
内
容
は
、

▽
総
務
費
・
・
・
戸
籍
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
伴
う
委
託
料
６
３
６
万
３

０
０
０
円

▽
民
生
費
・
・
・
平
成
15
年
度
か
ら
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
る
知
的
障
害

者
施
設
入
所
支
援
費
６
７
８
３
万
６
０
０
０
円
、
度
会
Ⅰ
部
介
護
保

険
事
務
組
合
負
担
金
８
８
４
３
万
８
０
０
０
円
、
老
人
保
健
特
別
会

計
繰
出
金
６
４
２
３
万
２
０
０
０
円

▽
商
工
振
興
費
・
・
・
ア
ス
ピ
ア
玉
城
内
の
弘
法
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
伴
う
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
４
４
５
９
万
２
０
０
０
円

▽
土
木
費
・
・
・
道
路
新
設
改
良
工
事
請
負
費
１
億
２
７
２
４
万
６
０

０
０
円
、
田
丸
駅
前
広
場
整
備
工
事
請
負
費
３
６
９
８
万
３
０
０
０
円

●
平
成
15
年
度
　
一
般
会
計
予
算
編
成
方
針

「
平
成
15
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
予
算

町
長
提
案
理
由
」か
ら

なるほどレポート

----------

用
語
メ
モ------------

●
臨
時
財
政
対
策
債
（
※
１
）

地
方
財
政
対
策
の
ひ
と
つ
で
、
地
方
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た

め
平
成
13
〜
15
年
度
ま
で
の
間
、
特
例
と
な
る
地
方
債
で
、
各
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
発
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
臨
時
財

政
対
策
債
の
元
利
償
還
金
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
地
方
交
付

税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
財
政
調
整
基
金
（
※
２
）

長
期
的
な
観
点
に
立
っ
た
財
政
運
営
を
行
う
必
要
か
ら
積
み
立
て
ら

れ
る
基
金
を
指
し
ま
す
。

●
義
務
的
経
費
（
※
３
）

歳
出
の
う
ち
、
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
人
件
費
、

扶
助
費
（
被
扶
助
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
経
費
）、
公
債
費
（
地
方

債
の
元
利
償
還
金
、
一
次
借
入
金
利
子
）
を
指
し
ま
す
。

●
投
資
的
経
費
（
※
４
）

投
資
的
経
費
は
道
路
の
建
設
や
災
害
復
旧
費
な
ど
の
事
業
に
投
資
支

出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

T a m a k i  T o p i c s

※
１

※
２

※
３

※
４
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▽
消
防
費
・
・
・
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
工
事
請
負
費
１
億
５
６
５

７
万
８
０
０
０
円

▽
諸
支
出
金
・
・
・
玉
城
病
院
改
築
に
伴
う
病
院
事
業
会
計
支
出
金
１

億
４
１
７
１
万
９
０
０
０
円
、
本
年
４
月
に
供
用
開
始
す
る
公
共
下
水

道
事
業
会
計
支
出
金
１
億
１
４
８
３
万
６
０
０
０
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
結
果
、
平
成
15
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
歳
入
歳
出

と
も
に
、
42
億
６
９
０
９
万
６
０
０
０
円
と
な
り
、
前
年
度
現
計
予
算

と
対
比
し
て
６
・
３
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

恵まれた環境を生かす まちづくり 3億5546万1000円
合併浄化槽事業 合併処理浄化槽設置者に対する補助金支給事務　　　　　　　　 単位：千円

補助金額 ５人槽354,000円 ７人槽411,000円 10人槽519,000円 9,510

ごみ減量化促進対策事業 ゴミ分別収集啓発事業　　再資源集団回収補助金事務　　
古紙回収業務委託事業 6,004

農業集落排水事業会計支出金経費 農業集落排水特別会計への繰出金 23,699

公共下水道事業会計支出金経費 公共下水道事業会計への繰出金 114,836

安心して暮らせる まちづくり 17億9800万4000円
社会福祉協議会経費 福祉バスの運行事業委託金、町社会福祉協議会運営補助金、

心配ごと相談設置事業補助金、
ボランティア活動推進事業補助金等の経費 19,417

生活福祉チーム特別会計経費 玉城町国民健康保険、老人保健特別会計への繰出金等経費 115,465

介護保険事業 介護保険が円滑に運営するための事業
介護保険の運営を共同で行っている度会Ⅰ部介護保険事務組合の
負担金、介護サービスの不平、不満などをうかがう介護相談員事業、
サービスを利用しやすくするための事業など 90,494

児童手当経費 児童手当認定および給付事務 71,186

障害者保護経費 障害者の方の社会参加を促進するための補装具の交付・修理、施設
入所通所、自動車の改造助成等国・県の補助を受けて行っている
障害者に対する事業 86,091

常備消防経費 広域消防委託料など 153,940

防災行政無線整備経費 老朽化した防災行政無線設備の更新を図る経費 157,838

病院会計支出金経費 玉城病院事業会計への繰出金 141,719

地域文化の薫りたつ まちづくり 3億8324万円
小学校管理経費 教育委員会事務局が管理する小学校経費 19,270

中学校教委管理経費 教育委員会事務局が管理する中学校経費 17,737

中央公民館経費 中央公民館の管理・運営 14,346

町史編さん事業 平成17年刊行予定の『玉城町史下巻』編さん作業 9,137

活気あふれる まちづくり 6億3825万2000円
ケーブルテレビ事業 ケーブルテレビの運営。番組制作、ホームターミナル設置補助経費 7,875

県営関連事業 県営農道や農業の基盤整備を促進するためのかんがい排水事業に
係る一部負担経費 56,376

商工振興経費 商工会が行う小規模事業者の経営または技術の改善発達のための商
工会経費。
角界指導者の異業種間交流と情報交換を通じ事業の発展と経営改善
に資する為の企業活性化経費や観光経費 57,536

駅前広場整備事業経費 駅前広場の整備経費 37,571

道路維持修繕事業 町道の維持補修 77,043

道路新設改良町単事業 町道の新設改良 99,693

地方特定道路整備事業 地方特定道路整備事業で実施する町道田丸世古線の道路整備 74,039

計画推進のために 10億9413万9000円
議会運営経費 議員17人に係る人件費および議会活動に要する経費 66,393

広報紙発行経費 広報紙発行経費 4,707

庁舎管理経費 役場庁舎に係る経費（光熱水費、点検検査委託料など） 23,109

元金償還経費 13年度末の地方債現在高見込（4,572百万円）に係る当該年度の
元金償還経費 412,458

利子償還経費 13年度末の地方債現在高見込（4,572百万円）に伴う当該年度の
利子経費、一時借入金に利子 124,693

事業名称 事業内容 本年度予算額
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町保健福祉会館　 1（58）8000

T a m a k i  N e w  I n f o r m a t i o n

●平成15年度予防接種実施医療機関（平成15年４月１日～平成16年３月31日）

玉城町　　　　　　　　　　
久瀬医院 玉城町佐田1750 58-3120

篠塚小児科 下田辺725-15       58-6300

中嶋医院 蚊野2148-8 58-7067

松岡内科 田丸134-10 58-3700

玉城病院 佐田881 58-3039

伊勢市　　　　　　　　　　　
足立小児科医院 伊勢市吹上1丁目6-24 23-0500

荒木内科・循環器科 西豊浜町5444 38-0555

伊勢久藤内科医院 辻久留2丁目10-46 28-8667

伊勢志摩レディスクリニック黒瀬町671-20 21-0800

いせはまごうくらた内科 黒瀬町690-2 21-5252

岩田医院 二俣1丁目4-16 28-5366

海野内科 浦口2丁目2-13 23-1211

神田小児科 河崎1丁目12-12 22-4545

慶應義塾大学伊勢慶應病院 常磐2丁目7-28 22-1155

小林胃腸科内科 馬瀬町1007 36-6500

さかとく小児科 小木町512-1 31-1511

佐々木小児科 一之木1丁目4-7   24-3816     

市立伊勢総合病院 楠部町3038 23-5111

鈴木小児科ｸﾘﾆｯｸ 岩渕2丁目8-38 27-2611    

高見内科 岡本1丁目4-28 28-3931

積木内科小児科 岡本3丁目6-7 28-3738   

寺田クリニック 小木町260-1         31-2000 

寺村内科クリニック 中之町72-1 20-3100

土居医院 古市町173 28-5111

徳田内科 倭町156 28-8452

永井こどもクリニック八日市場町5-20 28-2010

畠中医院 大湊町862 36-4572

花田小児科医院 中島2丁目6-13 28-5068

濱口医院 神社港263       36-4671

東谷呼吸循環器科 神久5丁目7-56 22-1181    

平澤クリニック 中須町453-1         23-0855 

松本医院 神社港20-13      36-4693   

山崎外科内科病院 楠部町乙77          22-2218

山本内科クリニック 津村町792-1         39-7717

小俣町　　
越智医院 小俣町明野726-1 37-2275

小林内科医院 本町276 22-1563

中井クリニック 湯田790-1 22-7767

林産婦人科 相合471 24-8686

東山胃腸科内科 本町1157 22-4309

野呂医院 本町82 22-4962

やまなかこどもクリニック 相合480 20-8005

二見町　　
二見浦内科 二見町江147 42-1122

度会町
森本医院 度会町棚橋468-1 62-0140

越智ファミリークリニック 大野木2809-1 62-2255

大宮町（市外局番　05988）

七保診療所 大宮町打見116-5 3-2016

宮原医院 阿曽2270          6-3555  

瀧原診療所 滝原1516-3 6-3122 

紀勢町（市外局番　05987）

小関医院 紀勢町錦195-6 3-2222 

南島町
小関医院南島診療所 南島町小方竃259-2 76-0170

古和浦へき地診療所 古和浦93-1 78-0954

吉津医療センター 村山1131-58    76-1707    

小島医院 村山1118-6     76-2000  

阿曽浦診療所 阿曽浦73 72-1018

南島病院 東宮字豆方86-1 72-0001 

南勢町（市外局番　0599）

上田医院 南勢町五ヶ所浦4025 66-1601

国吉医院 五ヶ所浦4133 66-0007

南勢町立宿田曽診療所 田曽浦3813 69-2015

南勢町立病院 五ヶ所浦2969 66-0011 

御薗村　
玉石産婦人科 御薗村長屋2049 22-5656

小野循環器科内科 長屋桜本2181 21-0660   

山田赤十字病院 高向810 28-2171

ﾊｰﾄｸﾘﾆｯｸ福井 長屋2000 26-2111 

大内山村（市外局番　05987）

大野医院　　　　　大内山村730-4 2-2012

★必ず予約をしてからお出かけください。
★実施医療機関の変更があった場合は随時本誌
でお知らせします。

予防接種医療機関変更のお知らせ
スケジュールどおり予防接種をうけていますか？受け忘れや二重接種のないように、母子手帳と「予防接種と子どもの

健康」の冊子を十分確認したうえで接種してください。接種できる医療機関が変更になりましたので、伊勢度会管内の医

療機関を一覧表にしました。ご確認いただき、かかりつけの医療機関で接種を実施してください。

風しんの予防接種対象者の変更について
予防接種法の一部改正により、接種対象者が拡大しました。

▼対象者　

・昭和54年４月２日から昭和62年10月１日生まれで

・まだ風しんの予防接種を受けていない14歳以上の方

（以前に風しんにかかったことが明かな方およびMMR接種

済の方は接種する必要はありません）

適応期間：平成15年９月30日まで

▼料金　無料

▼持ち物　健康保険証・母子健康手帳

▼申し込み 医療機関へ直接お申し込みください。

※風しんは妊娠初期にかかると、先天性風しん症候群（心

奇形、白内障、聴力障害など）のお子さんが生まれる可

能性が高くなりますので、この機会に接種することをお

すすめします。

※乳幼児については、変更ありませんのでご注意ください。

「玉城おはなしキャラバン」５月の予定
【５月７日】田丸地区　羽根公民館
【５月14日】外城田地区　原公民館
【５月21日】下外城田地区　岩出公民館
【５月28日】有田地区　世古公民館
時間はいずれも午後４時30分～５時

詳しくは、ボランティア代表の飯田啓子さん
1（58）4600へお尋ねください。

はな♪はな♪おはなし会
毎月第３火曜日、絵本や紙芝居の読み語り、手遊びな
どをしています。読み手は現役ママたち！
絵本のこと、育児のこと、いろいろお話ししませんか!?
＜５月のおはなし会＞
日時　５月20日（火）午前10時30分から11時30分
場所　町保健福祉会館　研修室
詳しくは、町保健福祉会館　1（58）8000へお問い

合わせください。

E VENT
GUID E



●異動

統　轄

上下水道チーム統轄　中郷　徹（産業建設チーム統轄）

産業建設チーム統轄　前田浩三（上下水道チーム統轄）

責任者

生活福祉チーム生活環境・健康づくり責任者　

小林一雄（同生活環境責任者）

教育チーム学校教育責任者　

北岡　明（生活福祉チーム福祉責任者）

生活福祉チーム福祉・年金保険責任者　

見並智俊（同主査）

チーム員

産業建設チーム建設担当主幹

辻井清和（生活福祉チーム年金保険責任者）

総務チーム 内山治久（教育チーム）

保育所

・保育士

下外城田保育所　谷口瑞穂（田丸保育所）

外城田保育所　中井直美（有田保育所）

下外城田保育所　南　育恵（有田保育所）

・准看護士

外城田保育所　辻　はるみ（有田保育所）

・調理員

有田保育所　北岡和美（外城田保育所）

外城田保育所　池之山典子（有田保育所）

学　校

・調理員

田丸小学校　尾藤　照（有田小学校）

外城田小学校　竹郷政子（下外城田小学校）

有田小学校　竹郷喜代子（玉城中学校）

下外城田小学校　矢土直美（外城田小学校）

玉城中学校　広川かよ子（田丸小学校）

●退職（3月31日付）

竹林映奈（下外城田保育所保育士）

立野美幸（下外城田保育所保育士）
４月１日付（ ）内は旧所属
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5
［町内版a］

町職員人事　
町総務チーム 1（58）8200

４月13日執行されました三重県知事選挙および三重

県議会議員選挙（度会郡選挙区）玉城町開票所の開票

結果を次のとおりお知らせします。

三重県知事選挙

▼投票の内訳

選挙当日の有権者数　　　 11,413人

投票者数　　　　　　　　 7,053人

投票率　　　　　　　　　　 61.8％

▼開票の内容

開票した投票総数　　　　 7,053票

内訳　有効投票数　　　　 6,945票

無効投票数　　　　　　 108票

▼候補者別得票数（届出順・敬称略）

野呂昭彦　　　　　　　　 4,973票

村尾のぶたか 1,065票

水谷としお 602票

鈴木　茂　　　　　　　　　 305票

三重県議会議員選挙（度会郡選挙区）

▼投票の内訳

選挙当日の有権者数　　　 11,413人

投票者数　　　　　　　　 7,046人

投票率　　　　　　　　　　 61.74％

▼開票の内容

開票した投票総数　　　　 7,046票

内訳　有効投票数　　　　 6,880票

無効投票数　　　　　 166票

▼候補者別得票数（届出順・敬称略）

橋川すきや 1,187票

辻本　正　　　　　　　 1,834票

藤田正美　　　　　　　　 3,149票

松本まさかず 710票

選挙結果報告　玉城町開票所分
町選挙管理委員会 1（58）8200
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町保健福祉会館　 1（58）8000

●みんなで子どもの歯をまもろう
シリーズ② 仕上げみがきでむし歯予防！！

みなさん、むし歯になった経験がありますか？歯が痛くてごはんが食べられなかったり、治療にお金と時間
がかかり、痛い思いをした…などという経験があるのではないでしょうか。子どもたちにそのような思いをさ
せないためには、むし歯を予防することが大切です。今回は小さい子どもにとってむし歯予防の大きなポイン
トとなる仕上げみがきについてお知らせします。

◆仕上げみがきはいつまで必要！？
玉城町の保育所に通うお子さんを対象に実施したアンケートの結果、3歳児では63％のお子さ

んが毎日仕上げみがきをしているのに対し、4歳児では36％と激減していることが分かりました。
大人の方でも、毎日歯みがきしているのに、むし歯や歯周病になってしまうことがありますよ

ね。子どもならなおさら上手にみがくことができません。子どもがきちんと歯みがきができるよ
うになるのは、小学校3～４年生になってから。それまでは、保護者の方が1日1回は必ずチェ
ックみがきをしてあげて下さい。

◆チェックポイント！
1前歯がはえてくる

（６，７カ月頃）

はえたばかりの歯は
エナメル質が弱く、１
～２年はむし歯になり
やすい時期。授乳後
など、ぬらしたガ
ーゼや綿棒で歯
をふいてあげま
しょう。

2上下の前歯がそろう
（１歳頃）

だ液では汚れが落ちにく
くなります。歯ブラシ
をつかってみがく習
慣をつけましょう。
仕上げの時にフ

ッ素入りスプレー
を使うとより効果
的です。

3奥歯がはえてくる
（１歳６カ月頃）

奥歯がはえてきたら食べら
れるものが増え、おや
つなどでむし歯も
できやすくなりま
す。子どもがみ
がいた後の仕上
げみがきをしっか
りしてあげましょ
う。

4乳歯がはえそろう
（２歳から５歳頃）

乳歯20本がはえそろったら、自
分でみがく練習をします。子ども
がみがき終ったら、みがけている
か歯の状態をチェックし、仕上
げみがきを忘れずに。ブクブク
うがいができるようになったら、
フッ素入りの歯みがき剤を使うよ
うにしましょう。

5永久歯がはえてくる
（６歳頃）

最初にはえてくる6歳臼歯
（永久歯）は乳歯の奥からは
えてきて、その上背も低い
のではえ始めを見逃しやす
いのです。乳歯の奥の歯肉
の変化を注意してチェック
し、はえてきたら気をつけ
てみがくようにしましょう。

＊次の部分はむし歯になりやすいところです。特に気をつけてみがくようにしましょう！

歯と歯がかみ
あう面の溝

歯と歯がとな
りあっている
ところ

歯と歯肉の境

H14年度の乳幼児歯科健診の集計がでましたので、
お知らせします。
１歳６カ月児健診時には、ほとんどのお子さんが

むし歯もなく、きれいな歯だったのですが、３歳児
健診ではぐっとむし歯のある子が増えていました。み
んながきれいな歯を維持できるよう、生活習慣をも
う一度見直してみましょう！！

◆H14年度　乳幼児歯科健診の結果

0
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19.9％ 
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1.6本 
むし歯のある 
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町立の４つの保育所では、子育て支援の一環とし

て、月に一度お子さんが同年齢の友達と一緒に遊んだ

り、子育て真最中のお母さん同士や保育士と子育ての

喜びや悩みについて話をしたりする機会作りの場にな

ればと園庭を開放しています。

▼対　象 家庭で保育している乳幼児とその保護者

▼日　時 毎月第３水曜日　午前中（５月は21日）

▼場　所 外城田保育所　　1（58）3925

田丸保育所　　　1（58）3077

有田保育所　　　1（58）4411

下外城田保育所　1（58）4932

▼お願い 園庭を利用される際には、次のことにご注

意ください。

①お子さんに必ず付き添って遊ばせてください。

②安全については各自責任を持ってください。

③お使いになった玩具等はもとの場所へ片付けてくだ

さい。

④お茶や帽子を用意してください。

５月のさわやかな風の中、お子さんと楽しい時間を

過ごしませんか？ぜひ、ご利用ください。

お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。

5
［町内版b］

保育所に遊びにきてね！！
～町立保育所　園庭開放のご案内～

日本郵政公社は、身体障害者および知的障害者の福

祉に対する国民の理解と認識を更に深めることを目的

として、重度の身体障害者の方および重度の知的障害

者の方で希望される方に、青い鳥をデザインしたオリ

ジナル封筒にくぼみ入り通常郵便葉書を入れ、無料で

配布します。

【配布の対象】

身体障害者手帳1級又は2級の方　　　　　　　

療育手帳に「Ａ」と標記されている方　　　　　

【受付期間】

６月２日（月）まで

【配布枚数】

20枚

申し込みなど、詳しくは玉城郵便局、東外城田郵便局

へお問い合わせください。

青い鳥郵便葉書の無料配布

東外城田郵便局　1（58）2865
玉城郵便局　1（58）3075

ごみ減量化対策の一環として、生ごみ処理機購入に

町から補助金を助成しています。

▼対象者

町内のご家庭および事業所

▼対象機種

生ごみ処理後に堆肥として再利用できるもので、乾

燥装置または微生物分解により処理するもの

▼補助金額

購入費の２分の１（100円未満切捨て。上限20,000円）

１基まで

▼申請方法

処理機の領収書（購入年月日・購入金額・機種が明

示されたもの。コピー不可）

振込み先のわかるもの、印鑑を持参のうえ生活福

祉チームへ申請してください。

生ごみ処理機購入に
町補助金を活用してください

町生活福祉チーム 1（58）8203

戸籍の届出における本人確認等の取扱い

４月から町役場に戸籍に関する届出を持参した方

（届出人、代理人の方）に対する身分確認（本人確認）

をさせていただいています。

これは近年、当事者の知らない間に偽造の婚姻届等

が提出され、戸籍に不実の記載がされるという事件が

発生・発覚していることにより偽造届書の提出を未然

に防止するために行うものですので、役場窓口に届出

を提出されますときには運転免許証、旅券等官公署の

発行に係る顔写真が貼付けされた証明書の提示をお願

いします。

町税務住民チーム 1（58）8201
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町教育委員会では、弓道教室を開催します。弓道

は、精神集中、身体の鍛錬が図れ、老若男女を問わず

広く親しめるスポーツです。この機会にぜひ、はじめ

てみませんか。

▼日　時 5月20日（火）～10月28日（火）までの毎週

火曜日　午後7時30分～9時30分まで

▼場　所 玉城町屋内体育館

▼対象者 町内在住在勤の18歳以上の方

▼講　師 宮内道廣教士八段

▼参加料 4,500円（保険代、練習矢等の消耗品代）

▼定　員 30名

▼申　込 参加料を添えて玉城町教育委員会（村山龍

平記念館内：教育チーム）へお申込みくだ

さい。

▼申込締切 5月9日（金）

その他、詳しくは教育チームへお問い合わせください。

町教育チーム 1（58）8212

平成15年度玉城町スポーツ教室
弓道教室受講生募集

「行政相談」ってご存じですか？

「行政相談」とは、国、県、市やＮＴＴなどの特殊

法人等の仕事について、皆さんから苦情や意見、要望

をお聞きし、その解決の促進を図る制度です。

総務省では、この行政相談制度を皆さんにもっとよ

く知っていただき、利用していただくため、６月２日

（月）～８日（日）までの一週間を「春の行政相談週間」

として、いろいろな行事を行います。

この週間にちなんで、当町でも、次のとおり「行政

相談所」を開きます。

年金、保険、税金、登記、道路、福祉など役所の仕

事について、わからないこと、困りごとをお持ちの方

は、お気軽にご相談ください。

▼日　時 ６月２日（月） 午前10時～午後３時

▼場　所 町保健福祉会館

▼相談担当者 行政相談委員　大橋正子

なお、当日都合の悪い人は、次のところでいつでも

相談に応じていますので、ご利用ください。

行政相談委員　大橋正子（三ツ橋）

1（58）4545

「行政相談委員」とは、総務大臣が委嘱している民間

有識者で、皆さんの身近な相談相手です。また、ご相

談は無料で、相談者の秘密は固く守ります。

春の行政相談週間
ご利用ください「行政相談」

三重県建設労働組合伊勢支部では、「職長・安全衛

生責任者教育講習会」を次のように開催します。

▼日　時 ５月26日（月）・27日（火）

午前９時～午後５時

▼会　場 三重県建設労働組合伊勢支部

▼受講料 7,500円

▼定　員 40人

その他、申込みに関することなど詳しくは、三重県

建設労働組合伊勢支部へお問い合わせください。

職長・安全衛生責任者教育講習会開催
三重県建設労働組合伊勢支部　1（23）5535

町生活福祉チーム 1（58）8203

●４月から年金額が変わりました
国民年金などの額は、消費者物価に自動スライ

ドすることになっています。
法令どおりであれば、平成15年度の年金額は過

去の３年の消費者物価指数の下落分を加えて、マ
イナス2.6%の改定になることになります。
しかし、特例措置として、平成14年の物価指数

の下落分のみの改定を行い、マイナス0.9％の改
定となりました。
なお、改定通知については、６月年金支払前に

社会保険庁から送られます。

平成15年４月分（６月支払）からの年金額
老齢基礎年金（満額） 797,000円
障害基礎年金（１級） 996,300円　
障害基礎年金（２級） 797,000円
遺族基礎年金（妻と子ども１人）

1,026,300円

本年３月31日までに下記工事事業者を新たに指定し

ましたのでお知らせします。

本年３月31日までに下記工事事業者の名称が変わり

ましたのでお知らせします。

指定事業者名 住 所 1

大山設備工業 多気郡明和町大淀乙678番地 55 -4081

コンドウ電器 度会郡玉城町佐田1085番地７ 58 -2972

㈱森組 伊勢市円座町1005番地 39 -1122

㈲松本プロパン管工 度会郡小俣町本町214番地 22 -6540

㈲伊勢志摩産業 伊勢市村松町1368番地13 37 -5666

変更後指定事業者名 住　　所

㈲尾崎水道 度会郡度会町當津219番地

指定給水装置工事事業者の追加
町上下水道チーム 1（58）8207
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5
［町内版c］

介護老人保健施設ケアハイツ玉城では、これまでの

在宅サービスに新しく、訪問介護のサービスを提供す

ることになりました。

訪問介護は、介護福祉士等の訪問介護員が利用者の

自宅を訪問して、入浴・排せつ・食事等の介護、調

理・洗濯・掃除などの家事、生活等に関する相談・助

言等の必要な日常生活のお世話を行うものです。

●事業全体のサービス内容

＜施設サービス＞ 介護保健施設サービス

＜在宅サービス＞
●訪問介護 ●訪問看護（訪問リハビリテーション）
●通所リハビリテーション ●短期入所療養介護
●居宅介護支援

サービスについて詳しくお知りになりたい方は、お

気軽にケアハイツ玉城へご相談ください。

４月１日から訪問介護の事業を開始しました
介護老人保健施設ケアハイツ玉城 1（58）3770

第１日目 ６月９日（月）

テーマ：妊娠中の栄養・生活について

第２日目 ６月10日（火）

テーマ：赤ちゃんの発達について・先輩ママからのア

ドバイス

第３日目 ６月15日（日）

テーマ：妊娠中の口腔ケアについて・妊娠体験・沐浴実習

▼時　間 午後１時～３時30分

▼場　所 町保健福祉会館

＊対象者には個人通知いたします。ご希望の方は、町

保健福祉会館までお申し込みください

「介護相談員」サービス利用者相談日

【相談日】

５月７日（水）社会福祉協議会（保健福祉会館）

８日（木）介護老人保健施設（弘樹苑）

14日（水）介護老人保健施設（ケアハイツ玉城）

22日（木）介護老人保健施設（弘樹苑）

22日（木）介護老人福祉施設（はなのその）

いずれも午後１時30分～４時

【介護相談員】

下村　久　　　　　大喜多　逸子

谷口　惠津子　　　大西　道子

詳しくは町生活福祉チームまでお問い合わせください。

町生活福祉チーム 1（58）8203

左から：下村さん、大喜多さん、谷口さん、大西さん

▼日　時　５月28日（水） 午前10時30分～正午

▼場　所 町保健福祉会館

▼対　象 ３～６カ月のお子さんをお持ちのお母さん

▼内　容 離乳食の献立と調理など

＊対象者には個人通知いたします。ご希望の方は町保

健福祉会館にお申し込みください

介護保険組合だより 表記訂正

2003年４月１日発行「介護保険組合だより」の表紙

に『第９号』とあるのは、『第12号』の誤りでした。

訂正しお詫びいたします。

度会Ⅰ部介護保険事務組合 1（20）1211
▼日　時　５月12日（月）・19日（月）・26日（月）

６月２日（月） 午前10時～11時30分

▼場　所 町保健福祉会館　健康相談室

▼対　象 60歳以上の方（若い方も歓迎します。）

▼内　容 指体操、簡単なストレッチ体操など

マタニティ教室
町保健福祉会館 1（58）8000

離乳食教室
町保健福祉会館 1（58）8000

いきいきクラブ
町保健福祉会館 1（58）8000
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伊勢志摩圏域にまたがる伊勢志摩創造圏ビジョンの３つのテーマ、「美しい地域づくり」「人づくり」「産業おこ

し」の実現につながる取り組みを実施する、個人、団体、ＮＰＯ等を対象に活動に必要な額の２分の１を助成します。

助成額は５万円～30万円。事業計画を公開審査会で発表して、審査結果により助成額を決定します。

▼募集期間 ５月１日（木）～30日（金）

▼公開審査 ６月21日（土）

その他、詳しくお知りになりたい方は、伊勢志摩みらいづくり民間支援事業事務局にお問い合わせください。

みなさんの自主活動を支援します
『きらりと輝く伊勢志摩みらいづくり』

伊勢志摩みらいづくり民間支援事業事務局　1（27）5253

T a m a k i  N e w  I n f o r m a t i o n

６月15日（日）、午前９時から午後２時、伊勢広域

環境組合リサイクルプラザではリサイクルに関する体験

および展示、再生品の抽選販売、フリーマーケットな

ど楽しい催しを予定しています。

また、リサイクルプラザでは、この日フリーマーケ

ット出店者を募集しています。

出店を希望される方は、「往復はがき」に郵便番号・

住所・氏名・電話番号・主な出品名をご記入の上、５

月23日（金）までにお申し込みください。（電話での受

付はいたしません。）

詳しくは、伊勢広域環境組合リサイクルプラザ運営

委員会へお問い合わせください。

伊勢広域環境組合リサイクルプラザ フリーマーケット出店者募集

伊勢広域環境組合リサイクルプラザ運営委員会　1（38）2800

1

2

3

4

5

6

7

8

9

遊海な五ケ所湾　第２回

伊勢エビシーカヤックマ

ラソン大会

パソコン「ふれあいセン

ター」と地域データベー

スの運営

びん玉ロード創作活動

（若い世代が協力してま

ちづくりにとりくもう）

街の花のベンチと道しる

べ（案内板）を

第５回外宮さんゆかたで

千人お参り

長尾オルガン演奏者育成

事業

海の歴史街道フォーラム

―伊勢河崎・伊勢湾をめ

ぐる海の交流ロマン―

歴史的なまちなみを生か

したまちづくりフォーラ

ム

市民活動掲示板（おたいらス

テーション志摩版）整備事業

志摩市民活動交流会

シーカヤックマラソン

大会実行委員会

代表　中西　延吉

特定非営利活動法人

いせコンビニネット

代表　伊東　俊一

まちづくりグループ

「WITH AIBE」

代表　岩崎　充宏

夫婦岩日の出会

代表　中村　恒

外宮にぎわい会議

代表　河村　清隆

鳥羽・長尾オルガン協会

代表　川村　光徳

NPO伊勢まちづくり会議

代表　高橋　徹

特定非営利活動法人

伊勢河崎まちづくり衆

代表　富田　延男

志摩市民活動掲示板

準備委員会

代表　東原　達也

980千円

652千円

745千円

200千円

919千円

432千円

545千円

724千円

606千円

300千円

300千円

300千円

100千円

300千円

210千円

270千円

250千円

300千円

五ケ所湾の自然景観を生かした、環境に

やさしいイベント「シーカヤックマラソン

大会」の開催

地域住民が自由にITに触れ、学ぶことが

可能なサロンと、住民が必要とする情報が

検索できる地域データベースの構築・運営

びん玉（漁具）を利用したオブジェの設置

を中心とした、地域住民が創作する観光

客に魅力ある観光スポットづくり

夫婦岩表参道を訪れた人々が地域に好印象

を持ってもらえるよう、案内板や休憩用ベ

ンチを住民が設置する活動

「八朔参宮」を伊勢の夏の風物詩として定

着させ、県外の来客までPRできる行事と

して展開をはかる活動

鳥羽で発見された歴史的文化財である「長

尾オルガン」の演奏者を育成し、後世に

伝えるための講座等の開講

伊勢の海道の歴史体験ゾーンを整備する計

画に先立つ、伊勢を中心とした環伊勢湾

歴史海道フォーラムの開催

地域住民がまちづくりの必要性を理解し、

生活の中に活用していくまちづくりシステ

ムについて理解を深めるフォーラムの開催

志摩地域で盛り上がり始めた各団体の活動

の情報受発信の場を提供することによる、

市民活動グループ相互のネットワーク構築

助成額合計

121千円

176千円

247千円

79千円

143千円

144千円

143千円

120千円

177千円

1,350千円

●平成14年度　伊勢志摩みらいづくり民間支援事業　助成先一覧表
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［広域版a］

発 発 沖　　縄 

From 

Ok i n awa  

Tamagu s u k u  

V i l l a ge

玉中生、プロの試合を
生で観戦
玉城村にある琉球ゴルフ倶楽部で３月７日から９日

の日程で、女子プロゴルフの開幕戦「ダイキンオーキ

ッドレディスゴルフトーナメント」が行われました。

Together with OKINAWAをテーマに地域に密着した

トーナメントを目指している本大会では、その一環と

して昨年から地元玉城の中学生が招待されています。

その観戦を前に、中学生にゴルフの楽しさを知って

もらおうと、３月５日には日本女子プロゴルフ協会の

樋口久子会長などが訪れ観戦のマナーや簡単なゴルフ

レッスンなどが行われました。レッスンでは樋口会長

が自ら生徒らの指導にあたり、生徒たちは初めて握る

クラブに少し戸惑いながらも楽しそうにボールを打っ

ていました。

レッスンでゴル

フの楽しさと難し

さを少し味わった

生徒たちは、３月

７日の現場での見

学の時、プロの仕

草一つ一つを真剣

に見つめ声援を送

っていました。

沖縄県玉城村役場　1098（948）7111

南勢地区母親大会を開催
大会実行委員会　1（24）6913

「生命を生みだす母親は 生命を育て 生命を守る

ことを望みます」をスローガンに、毎年母親大会を開

催しています。（玉城町など後援）

大会は、女性が開催する自主的な大会として、子育

てや教育、健康、環境、福祉、男女共同参画や働く女

性の問題など各自の思いや夢の実現をめざし、話し合

い、励ましあって、活動しています。

次のように大会を開催しますのでお出かけください。

▼日　時 ６月22日（日）

午前９時30分～午後４時

▼場　所 伊勢市観光文化会館

その他、詳しいことは南勢地区母親大会実行委員会

までお問い合わせください

5

三重県警察本部では、国の緊急地域雇用特別交付金

事業の一環として、「高齢者交通安全指導事業」を三

重県交通安全協会に委託して平成15年４月１日～平

成16年３月31日までの間、県内15市町村を対象に

実施します。（玉城町も対象地区）

この事業は、高齢者の交通事故防止を目的として、

高齢者交通安全指導員が二人一組となり、75歳以上

の高齢者宅を訪問し、外出の程度、目的、交通手段な

どに関するアンケートに答えていただきながら、交通

安全のためのアドバイスを行うものです。

指導員は、身分証明書を示して訪問させていただき

ますので、ご協力お願いします。

なお、訪問に際して物品販売は行いません。

この事業に関してご質問等は、三重県警察本部交通

部交通企画課へお問い合わせください。

高齢者交通安全指導員が高齢者宅を訪問

1059（222）0110
三重県警察本部交通部交通企画課
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■玉城町役場 158 - 8200
558 - 4494

●総務チーム 158 - 8200
●税務住民チーム 158 - 8201
●生活福祉チーム 158 - 8203
●上下水道チーム 158 - 8207
●産業建設チーム 158 - 8205
●出納室 158 - 8210
●議会事務局 158 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） 158 - 8212
■病院老健チーム
玉城病院 158 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 158 - 3770
・訪問看護ステーション 158 - 8117
・訪問介護 158 - 8117
・在宅介護支援センター 158 - 8822
・居宅介護支援事業所 158 - 8822

■保健福祉会館 158 - 8000
■社会福祉協議会

社会福祉協議会 158 - 6915
在宅介護支援センター 158 - 8181
居宅介護支援事業所 158 - 6915

■夢工房たまき 158 - 7696
■中央公民館 158 - 6331
■青少年相談センター 158 - 4108
■アスピア玉城　　

玉城ふれあいの館 158 - 8800
ふるさと味工房 158 - 8686

■さくら児童館 158 - 8527

休日・夜間当直室
58-8213

広報たまきは再生紙を利用しています

今年の桜まつりは、満開の下で行わ
れました。天気がよくて何よりでした。
子どもたちも思いっきり楽しんでくれ
たことでしょう。

◆人の動き（平成15年４月１日現在）
●人口 14,852人（＋21人）
●男 7,220人（ー 3人）
●女 7,632人（＋24人）
●世帯数　4,440世帯（＋18世帯）
（ ）は３月１日以降の増減

5月1日（木）・15日（木）・6月2日（月）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
5月26日（月）には弁護士による法律相談
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

5月14日（水）
受付時間　午後１時～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成13年８月１日～９月30日生まれのお子さんまたは

前回未受診の方
＊該当児には、個人通知いたします。

5月22日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください。

5月25日（日）
受付時間　午後９時30分～11時
場所　町保健福祉会館
料金　乳がん1000円　子宮がん600円
＊ご希望の方は町保健福祉会館までお申し込みください。

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●軽自動車税…………………6月2日（月）
お問い合わせは、税務住民チームへ
●国民健康保険料（第2期）6月2日（月）
お問い合わせは、町生活福祉チームへ

行政・心配ごと相談

１歳６カ月児健康診査

乳幼児相談

胃がん検診

乳がん・子宮がん検診

骨密度検診

今 月 の 表 紙
5月25日（日）
受付時間　午前８時30分～10時
場所　町保健福祉会館
料金　900円
＊ご希望の方は町保健福祉会館までお申し込みください。

町税など納期のお知らせ
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5月25日（日）
受付時間　午前９時30分～11時（50名）午後１時～２時30分（50名）
場所　町保健福祉会館
対象者　成人女性
料金　200円

たまきっこくらぶ

6月3日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　さくら児童館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　歯みがきについて
※ご希望の方は町保健福祉会館までお申し込みください。
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